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邦

道

ほ
と
ん
ど
時
を
同
じ
う
し
て
中
華
若
木
詩
抄
の
複
製
本
が
二
蔵
刊
行
さ
れ
戸P
E

隻
辺
十
七
行
本

た。
と
も
に
A
5
判
の
洋
装
本
で、
寛
永
版
は
中
国
祝
夫
氏
の
詳
密
な
解
説
を圃
司
岩
瀬
文
庫

添
え
勉
誠
社
よ
り、
十
七
行
古
活
字
版
は
亀
井
孝
氏
の
簡
潔
な
解
題
を
添
え
東蝿
整
版
本
に
は
寛
永
版・
正
保
版・
無
刊
記
版・
延
宝
版
の
四
種
が
あ
る。
寛
永

洋
文
庫
よ
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。
両
書
と
も
す
ぐ
れ
た
写
真
技
術
に
よ
っ吋
版
に
は、
は
じ
め
に
の
べ
た
よ
う
に
摺
刷
の
良
く
な
い
も
の
が
あ
り、
架
蔵
本

て
い
る
の
で、
複
製
の
で
き
ば
え
は
見
事
な
も
の
で
あ
る。
た
だ、
寛
永
版
の

な
ど
も
筆
画
が
欠
落
し
て
い
て
正
保
版
に
近
く
な
っ
て
い
る
と
と
ろ
が
あ
る。

方
は、
広
告
文
に
「
究
永
十
年
版
の
精
刻
の
初
版
本」
と
あ
る
が、
そ
う
で
は

無
刊
記
版
の
所
在
は
同
害
総
目
録
に
よ
れ
ば、

な
い。
寛
永
版
と
し
て
の
摺
刷
は
あ
ま
り
良
く
な
く、
特
に
上
巻
中
巻
が
ま
ず

東
北
大
狩野(
上
巻一
冊)
・
東
洋
大
哲
学堂・
豊
橋・
高
野
山
宝
城
院

い
の
で
あ
る。
そ
の
乙
と
は、
本
蓄
に
付
載
さ
れ
て
い
る
「
対
校
表」
に
「
原

と
あ
る。
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
は
前
田
宮
線
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
正
保
版

版
活
字
の
筆
画
の
欠
落
し
た
も
の
を白
の
符
号
で
示
し
た」
と
あ
る
が、
も
し

(
完
本)
の
誤
り
と
の
ζ
と
で
あ
る。
東
洋
大
学
井
上
円
了
博
士
本
は
宮
田
裕
行

寛
永
版
の
善
本、
た
と
え
ば
出
雲
朝
子
氏
蔵
本
な
ど
に
つ
く
時
は、
そ
の
欠
落

氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
究
永
版
の
刊
記
を
と
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る。
し
か

個
所
の
多
く
は
解
消
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る。

し、
正
保
版
の
刊
記
を
と
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
ふ
し
も
あ
り、
し
ば
ら
く
疑

中
華
若
木
詩
抄
に
は、
写
本・
古
活
字
版・
整
版
の
三
種
が
あ
る。
写
本
に

を
存
し
て
お
く。
以
上
の
整
版
本
は
十
七
行
本
で
あ
る
が、
延
宝
版
は
二
十
行

つ
い
て
は、
尊
経
間
文
庫
蔵
文
日
集・
京
都
大
学
文
学
部
蔵
両
朝
三
百
首
(
浜

本
で
あ
る。

同
敦
氏
の
御
好
怠
に
よ
る)
・
同
政
三
百
集
(
鈴
木
博
氏
の
御
好
怠
に
よ
る)

諸
本
の
概
観
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に、
古
活
字
版
か
ら
は
十
七
行
本、
整
版

の
三
本
を
調
査
し
て
い
る。
古
活
字
版
の
所
在
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る。

か
ら
は
克
永
版
が
選
ば
れ
た
こ
と
は、
中
華
若
木
詩
抄
の
本
文
研
究
が
他
の
抄

隻
辺
十
八
行
本

お
茶
の
水
図
書
館
(
成
費
堂
文
庫)
・
東
京
大
学(
零

物
よ
り一
段
と
進
ん
で
き
て
い
る
こ
と
を
も
の
が
た
る
も
の
で、
欲
を
言
え

巻)
・
旧
日
木
文
庫・
亀
井
孝

ば、
士口
活
字
版
の
十
八
行
本
の
複
製
も
ま
た
ほ
し
い
の
で
あ
る。

東
洋
文
庫・
尊
経
閣
文
庫・
京
都
大
学
谷
村
文
庫・
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寛
永
版
の
解
説
は、
付
名
称

口
作
者
如
月
寿
印

白
漢
詩
人
と
漢
詩

胸

中
華
若
木
詩
抄
の
成
立

の
四
項
目
二
0
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
い
る。
特
に
白

の
如
月
の
伝
に
は、
多
く
の
新
知
見
が
加
え
ら
れ、
評
者
な
ど
に
と
っ
て
ま
っ

た
く
未
知
の
文
献
か
ら
の
引
用
も
あ
り、
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
乙
と
も

多
い。
付
の
呼
称
で、
中
華
北相
木
詩
抄
は
「
チ
ュ
ウ
カ
・
ジ
ヤ
ボ
ク・
シ
シ
ョ

ウ」
と
い
う
か、
と
あ
る
が、
元
禄
の
書
籍
目
録
に
は
「
チ
ウ
ク
ワ
ジ
ヤ
ク
ボ

ク
シ」
と
ふ
り
が
な
が
つ
い
て
い
る。
正
し
い
古
音
で
は
「
チ
ウ」
は
わ
っ

て、
「
ク
ワ」
は
合
劫
音
で
発
音
す
る
と
と
に
な
る。
中
岡
氏
の
「
ジ
ヤ
ボ
ク」

を
古
音
と
す
る
説
も
そ
う
で
あ
る
が、
す
べ
て
を
古
音
で
発
音
す
る
と
い
う
の

も
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
の
感
が
あ
る。
伺
の
成
立
論
は
も
っ
と
も
問
題
の
あ
る
と

乙
ろ
で
あ
る。
解
題
書
の
類
に
中
華
若
木
詩
抄
の
乙
と
を
三
百
首
と
か
三
百
抄

と
か
言
っ
て
い
る
の
に、
寛
永
版
に
は
二
百
六
十一
首
し
か
な
い
乙
と
か
ら、

現
存
の
中
華
若
木
詩
抄
は
未
精
選
本
で
あ
る
と
し
て
い
ら
れ
る。
評
者
の
調
査

に
よ
れ
ば、
両
朝
三
百
首
(
前
半
部
の
み)
や
三
百
集
(
坤)
(
後
半
部
の
み)

は
現
存
本
と
ま
っ
た
く
同
じ
漢
詩
数
な
の
で
あ
る。
三
百
と
い
う
外
題
も
も
と

か
ら
の
も
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
の
で
あ
る。
両
朝
三
百
首
の
内
題
は
中
華
若

木
詩
抄
と
あ
り、
内
題
は
本
文
と
同
筆
な
の
で
あ
る。
こ
の
未
精
選
説
は、
漢

詩
の
数
韮
ば
か
り
で
な
く、
編
集
の
不
体
裁、
作
者
名
の
不
揃
い
な
ど
い
く
つ

か
の
徴
証
に
よ
っ
て
固
め
ら
れ
て
い
る。
し
か
し
な
が
ら、
一
の
写
本
も
見
ら

れ
ず
に
こ
の
よ
う
な
と
と
を
論
じ
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
の
で
あ
る。
支
日
集

(
補)
は
三
百
集
と
同
じ
後
半
部
な
の
で
あ
る
が、
漢
詩
の
順
序
に
ち
が
っ
て
い

る
と
乙
ろ
が
あ
る。
支
日
集
だ
け
見
て
も
気
が
つ
く
ζ
と
で、
そ
う
い
う
と
と

が
ま
ず
論
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う。
さ
ら
に、
寛
永
版
の
本
文
が
原
写
本
を
正
，

し
く
伝
え
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
ζ
と
が、
つ
ぎ
に
論
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ

-
つ。

評〕〔舎

た
と
え
ば、
本
誌
第
七
六
集
(一
oz一
ペ
ー
ジ)
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
と
と

ば
で、
究
永
版
の、

擁レ
鼻ハ。
日
本
ノ
ホ
ウ
カ
テ
ナ
ン
ド
ス
ル
事
ヵ。
(
上

三
六
オ)

と
あ
る
「
ホ
ウ
カ
テ」
は
「
ホ
ウ
カ
ウ」
(
ほ
お
か
ぶ
り)
が
正
し
い
の
で
あ

る
が、
両
朝
三
百
首
に
は
正
し
い
形
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る。

其
ノ
杜
鵠
ノ
附
ツ
ル
校-一
ハ。
月
ガ
サ
エ
チ
ギ
リ
テ
ア
ル
ソ。
(
上

四

二
ウ)今日
此
画
ヲ
見
レ
ハ。
秋
月
ノ
イ
カ
ニ
モ。
サ
ヘ
チ
ギ
リ
タ
ル
ガ。
(
下

三
九
ウ)

と
あ
る
「
サ
エ
(
へ)
チ
ギ
リ」
は
ζ
れ
で
も
意
味
は
と
お
る
が、
両
朝
三
百

首
や
文
日
集
に
は
「
サ
エ
(
へ)
キ
リ」
と
あ
り、
乙
の
方
が
よ
り
普
通
の
言

い
方
だ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
の
で
あ
る。

も
っ
と
も、
乙
の
よ
う
な
言
語
観
察
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
と
と
は、
中
田

氏
が
避
け
ら
れ
た
乙
と
で、
評
者
の
ゆ
き
方
は
当
を
失
し
て
い
る
と
言
わ
れ
そ

う
で
あ
る。
し
か
し、
本
書
の
上
欄
に
は
要
認
が
楳
出
さ
れ
て
い
る
が、
乙
れ

は
当
然
言
語
観
察
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
り、
し
か
も、
ζ
の
「
要
語
様
出」

な
る
も
の
は、
抄
物
を
よ
く
読
ん
だ
人
の
所
為
と
は
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
も
の

が
あ
り、
駄
作
で
あ
る。

開
巻
第一
丁
表
か
ら
は
「
告
ル
ヤ
ウ
ナ
ニ
」
「
辛
労
シ
テ」
「
ナ
カ
ン
ズ
ル
ヨ

リ
ハ
」
「
口
ヲ
ツ
グ
ン
テ」
の
四
連
語
が
標
山
さ
れ
て
い
る
が、
そ
の
規
準
は

よ
く
わ
か
ら
な
い。
し
か
も、
当
然
襟
山
さ
れ
る
は
ず
と
思
っ
て
い
た
「
用

処」
が
な
い。

汝
ガ
サ
ヤ
ウ
ニ
不
如
帰
ト
ナ
イ
テ。
血
ノ
流
ル
、
ホ
ド
ニ
附
ト
モ。
吏-一

帰
リ
得
ル
コ
ト
ナ
ケ
レ
パ。
附
テ
モ
無
用
処
也。
(
上
一
オ)

「
用
処」
と
い
う
乙
と
ば
は、
橋
本
進
吉
博
士
が
『
吉
利
支
丹
教
義
の
研
究』
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で
発
見
さ
れ
た
乙
と
ば
で
あ
り、
岩
波
版
の
包
井
氏
の
解
説
で
は、
中
華
若
木

詩
抄
か
ら
も
う一
つ
別
の
用
例
(
上
一
三
ウ)
が
柿
な
わ
れ
て
い
る。
(
ζ
れ

も
「
要
語
校
出」
に
は
な
い。)
柿
本
博
士
は、
わ
が
国
の
辞
書
に
は
ま
っ
た

く
見
え
な
い
と
言
わ
れ
た
が、
文
明
本
節
用
集
に
は
見
え
る
の
で
あ
る。

本
書
の
「
要
語
根
出」
は、
評
者
に
は
不
要
語
標
出
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
も

の
が
多
く、
逆
に
評
者
の
考
え
て
い
る
妥
語
で
椋
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
自

に
つ
く
の
で
あ
る。
一
例
を
あ
げ
れ
ば、
い
か
に
も
抄
物
ら
し
い
ζ
と
ば
に

「
ナ
ニ
モ
シ
ョ
ウ」
と
い
う
乙
と
ば
が
あ
る
が、
「
要
語
根
出」
に
は
な
い。

中
ニ
就
テ
モ。
海
栄
ハ。
面
白
キ
花
ナ
レ
ト
モ。
ナ
ニ
モ。
シ
ョ
ウ
ノ
コ

ト
ハ。
(
上

八
オ)

ζ
の
ζ
と
ば
は
中
田
氏
が
目
下
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
抄
物
大
系
別
刊
の
は
じ
め

に
も
見
え
る。

ワ
カ
イ
時
カ
ラ
ホ
メ
ラ
レ
タ
名
ヲ
ト
ラ
レ
タ
人
ヂ
ヤ
ガ
ナ
ニ
モ
シ
ョ
ウ
ハ

(
玉
座
抄
ω

八
九
ペ
ー
ジ)

四
河
入
海
に
も
見
え
る
と
と
は
す
で
に
湯
沢
幸
吉
郎
博
士
が
『
国
語
学
論
考』

(一
三
二
ペ
ー
ジ)
で
指
摘
さ
れ
て
い
る。

本
舎
に
は、
ほ
か
に
峰
岸
明
氏
の
「
中
撃
若
木
詩
益
事
官
校
表」
と
中

田・
今
村
千
草
両
氏
の
「
抄
物
研
究
図
書
論
文
目
録」
と
が
付
載
さ
れ
て
い

る。
「
対
校
表」
の
古
活
字
版
は
尊
経
悶
文
庫
政
十
七
行
本
で
あ
る。
亀
井
氏

の
研
究
に
よ
り
究
永
版
が
十
七
行
本
か
ら
で
な
く
十
八
行
本
か
ら
出
た
と
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
み
る
と、
や
は
り
十
八
行
本
と
の
対
校
を
ま
ず
す
べ
き
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
「
対
校
表」
そ
の
も
の
は
綿
密
な
・も
の
で、
評

者
は
も
う一
度
あ
た
り
直
し
た
が
遺
漏
は
非
常
に
す
く
な
い。
「
対
校
表」
で

問
題
と
な
る
の
は
異
体
漢
字
の
処
理
に
つ
い
て
で
あ
る。
凡
例
で、
「
略
字・

異
休
字」
な
ど
に
つ
い
て
「
国
語
観
察
に
芯
義
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
を

校
合
の
主
た
る
対
象
と
し
て、
精
細
な
漢
字
の
校
異
は
や
む
な
く
無
視
す
る。」

と
あ
る
が、
そ
の
と
り
あ
げ
方
は
浴
芯
的
で
あ
り、
ど
の
字
が
ど
の
よ
う
に
国

語
観
察
に
怠
義
が
あ
る
の
か、
評
者
に
は
・き
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い。
評
者
の
調

査
の一
端
を
示
せ
ば、
芦・
襲、
変・
愛、
一
辺・
神地
な
ど
の
対
立
は、
寛
永
版

や
十
八
行
本
が
略
体
字
を
用
い
る
の
に
対
し
て、
十
七
行
本
は
正
体
字
を
用
い

る
と
い
う
傾
向
が
あ
り、
「
休」
に
つ
い
て
言
え
ば、
寛
永
版
の
体
は、
十
八

行
本
で
は
駄、
十
七
行
本
で
は
憾
と
し
て
い
る。
版
種
に
よ
っ
て
具
体
字
の
使

用
に
或
る
傾
向
性
が
あ
り、
そ
れ
自
身一
個
の
研
究
題
目
と
な
る
と
息
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る。

「
目
録」
も
ま
た
綿
密
な
も
の
で
あ
る。
た
だ
し、
内
容
は
よ
く
読
ん
で
い

な
い
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
の
で
あ
る。
た
と
え
ば、
否
定
の
「
ば
や」
に
つ

い
て、
評
者
お
よ
び
山
内
洋一
郎
氏
の
論
文
を
あ
げ
な
が
ら、
小
林
好
日
氏
の

「
二
つ
の
ば
や」
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い。
中
華
若
木
詩
抄
の
「
ば
や」
を
知

る
た
め
に
は
ま
ず
小
林
氏
の
も
の
に
つ
く
べ
き
で
あ
り、
「
ば
や」
の
襟
出
の

し
か
た
も
不
徹
底
で
あ
る。
土
井
洋一
氏
「
抄
物
の一
語
法」
は
あ
げ
で
あ
る

が、
土
井
氏
が
論
文
の一
番
は
じ
め
に
と
り
あ
げ
た、

呉
人
カ
西
施
ヲ
ク
セ
物
ト
云
イ
コ
ト
ハ
無
益
也
(
中

五
O
ウ)

の
コ
玄
イ
コ
ト」
が
要
語
に
な
っ
て
い
な
い。
論
文
は
論
文、
要
語
は
要
語
と

ば
ら
ば
ら
な
の
で
あ
る。

要
す
る
に、
什
滅
さ
れ
た
も
の
の
そ
れ
ぞ
れ
は
労
作
で
あ
り
な
が
ら、
主
体

性
の
な
い
仕
事
の
た
め、
全
体
が
有
機
的
に
ま
と
ま
っ
て
中
華
若
木
詩
抄
を
読

む
力
と
し
て
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る。

62 

十
七
行
古
活
字
版
の
解
題
は
九
ペ
ー
ジ
に
す
ぎ
な
い。
東
洋
文
庫
で
は、
本

苫
よ
り
す
と
し
前、
「
好
色
小
柴
垣」
の
後
製
を
だ
し
た
が、
乙
れ
も
飽
井
氏
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に
よ
る
簡
単
な
解
題
で
あ
る。
中
慈
若
木
詩
抄
花
関
す
る
亀
井
氏
の
本
格
的
な

研
究
は、
「
中
華
若
木
詩
抄
の
究
永
版
に
つ
い
て
ーー
と
くに
言
語
資料
とし
ての
そ
の

個
性の一

而||」(
方
言
研
究
年
報
第一
三
巻、
一
九
七
O
年)
に
見
る
と
と
が
で

き
る。
ζ
の
論
文
(
以
下
「
論
文」
と
よ
ぷ)
は、
土
井
忠
生
博
士
の
古
稀
を

と
と
ほ
い
で
舎
か
れ
た
も
の
で、
抄
物
研
究
に
お
け
る
整
版
と
古
活
字
版
と
の

言
語
問
題
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
画
期
的
な
も
の
とき守え
よ
う。
寛
永
版
の
梓

行
者
た
る
中
野
道
伴
が
い
か
に
し
て
そ
の
木
X
を
整
定
し
た
か、
寛
永
版
と
そ

の
も
と
に
な
っ
た
古
活
字
版
の
十
八
行
本
と
の
聞
に
は
言
語
上
い
か
な
る
差
異

が
あ
る
か
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で、
も
し
究
永
版
の
複
製
を
企
画
し
た

の
な
ら、
そ
の
解
題
に
は
こ
の
よ
う
な
も
の
こ
そ
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る。

解
題
の
中
で、
特
記
す
べ
き
ζ
と
は、
古
活
字
版
の
十
七
行
本
と
十
八
行
本

と
い
ず
れ
が
古
い
か
に
つ
い
て、
本
文
を
対
校
し
た
結
来、
十
七
行
本
が
十
八

行
本
か
ら
で
て
い
る
と
と
を
証
明
す
る
の
に、
後
者
の一
行
分
が
み
ど
と
す
っ

ぽ
り
と
前
者
に
欠
落
し
て
い
る
と
い
っ
た
例
を
写
真
に
よ
っ
て
明
示
し
て
い
る

の
で
あ
る。
亀
井
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
欠
落
例
所
は、
評
者
の
調
査
で
は、

巻一
に
四
か
所、
巻
二
に一
か
所、
巻
三
に一
か
所
あ
り、
亀
井
氏
の
説
は
動

か
な
い。
乙
れ
は、
従
来、
『
古
活
子
版
の
研
究』
(
六
九
七
ペ
ー
ジ)
で、
尊

経閤
文
庫政
十
七
行
本
を
さして
「之
は成貨堂
文
庫
蔵
本
(
評
者注、
十
八

行
本)
等
に
比
し
て
版
式
の
古
い
川
版
で、
鎚
辺
十
七
行
片
仮
名
交
り。
慶
元

中
の
刊
行
と
認
め
ら
れ
る
古
拙
な
様
式
を
有
す
る
も
の」
と
し
て、
十
七
行
本

が
十
八
行
本
よ
り
古
い
と
す
る
説
を
く
つ
が
え
し
た
も
の
で、
抄
物
を
多
く
蔵

有
さ
れ、
さ
ら
に
多
く
の
抄
物
を
見
て
い
ら
れ
る
結
果
の
と
と
で、
偶
然
の
発

見
で
は
な
い
の
で
あ
る。

た
だ
し、
亀
井
氏
の
解
題
が
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
る
の
で
諸
本
聞
の
関
係
に

評〕〔舎

つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
点
も
残
る
の
で
あ
る。
た
と
え
ば、
解
題
で、
支

日
集
(
日
支
集
と
あ
る
の
は
誤
植)
の
「
春
ノ
来
ハ
ヨ
イ
カ
老
ノ
来
ル
ハ
イ
ヤ

ナ
ソ」
の
「
イ
ヤ
ナ
ソ」
が、
古
活
字
版
で
は
「
イ
ヤ
ソ」
究
永
版
で
は
「
イ

ヤ
ヂ
ヤ
ゾ」
と
な
っ
て
い
る
が、
「
イ
ヤ
ソ」
が
原
姿
を
っ
た
え
る
も
の
と
推

測
し
て
い
ら
れ
る。
三
百
集
に
は
「
イ
ヤ
ソ」
と
あ
り、
三
百
集
の
方
が
支
日

集
よ
り
こ
の
場
合
は
古
い
よ
う
で
あ
る。
し
か
し、
評
者
の
調
査
に
よ
れ
ば、

文
日
集
の
方
が
古
い
と
考
え
ら
れ
る
例
も
多
い。
そ
れ
は
古
活
字
版
と
も
関
連

す
る
ζ
と
で
あ
る。(
古
活
字
版
第一
巻一
丁
オ
モ
テ

を

I

l-
-

ウ
ラ

を

I

li-
-
v
と
す
る。)
古
活
字
版
で
は
栓
三
に
文
字
が
空
白
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
三
か
所
あ
る。
そ
の一
例
を
示
せ
ば、

十
月
山本
ト

云
フ
文
字
ハ
ナ
ニ
ト

モ
ヲ
チ
ツ
カ
ス
下
手
ケ
ナ
ル
文
字
也
鈍
ナ

事
ソ
ソ
レ
ヨ
リ

鈍
ナ
ル
文
字
ヲ
ハ

ノ
文
字
ト

云
フ
也
(
十
七
行
本
E

ll­

n
v 、
十
八
行
本
直

||
ロ)

と
あ
り、
十
七
行
本
は
ニ子
空
き、
十
八
行
本
は
三
字
空
き
で
あ
る
が、
写
本

で
は 、
三
百
集
は
「
文
字
ヲ
ハ
ノ
文
字」
と
つ
づ
け
て
い
る
の
に
対
し
て 、
支

日
集
は
「
文
字
ヲ
ハ
十
月
中本
ノ
文
字」
と
な
っ
て
い
る。
乙
れ
に
よ
れ
ば、
十

七
行
本
よ
り
十
八
行
本
の
方
が
古
く、
三
百
集
よ
り
支
日
集
の
方
が
古
い
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る。

さ
ら
に、
十
七
行
本
の
解
題
と
し
て
も
の
足
り
な
い
の
は、
十
七
行
本
に

は、
他
の
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い、
十
七
行
本
だ
け
の
単
独
異
文
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る。
た
と
え
ば、
作
者
名
で、
十
七
行
本
の
「
九
州」
(
I

ー-
m
V)

「
九
鼎」
(
E

ーー
さ
を、
十
八
行
本
(
I

11
9、
E

ll
u)
や
写
本
は

「
九
淵」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る。
割
注
で、
十
七
行
本
に
は
料品
合
梅
の
下
に

「枇
JT
一昨」
(
直

||
ぬ)
と
あ
る
が、
十
八
行
本
に
は
割
注
は
な
い。
三
百

集
に
も
な
い
が、
支
日
集
に
は
「

特汁
一昨」
と
あ
り、
十
七
行
本
は
な
に
か
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写
本
を
見
て
い
る
ζ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
十
七
行
本
と
十
八
行
木
と

で
は
漢
字
の
異
体
字
に
も
相
違
の
あ
る
乙
と
は
さ
き
に
の
べ
た
が、
乙
と
ば

の
上
に
も
相
違
が
あ
る。
た
と
え
ば、
十
八
行
本
(
E

ll
u
V)
や
写
本
の

「
ス
ナ
ハ
チ」
が
十
七
行
本
(
E

ー!
日
V)
で
は
「
ス
ナ
ワ
チ」
で
あ
り、

十
八
行
本
(
W

ll
M)
や
写
本
の
「
云
ソ」
が
十
七
行
本
(
W

||
ω)
で

は
「
ユ
ウ
ソ」
と
な
っ
て
い
る。
十
七
行
本
は
十
八
行
本
か
ら
山
て
は
い
る

が、
十
七
行
本
の
刊
行
者
は
す
べ
て
十
八
行
本
に
し
た
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て、
解
題
の
説
き
方
が
も
う一
つ
も
の
足
り
な
い

の
で
あ
る。

と
こ
ろ
で、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に、
亀
井
氏
は
「
論
文」
に
お
い
て、

党
永
版
お
よ
び
古
活
字
版
の
十
八
行
本
に
閲
す
る
言
語
の
問
題
と
し
て、

-
二
段
活
用
の一
段
化

E
四
つ
が
な

E
「
乙
そ」
の
か
か
り
む
す
び

町
「
ツ
ヨ
イ」
と
「
ツ
ヲ
イ」

V
「
ア
ユ
ム」
と
「
ア
ヨ
ム」

班
「
ト
リ

ワ
ケ」
と「
ト
リ
ワ
キ」

刊
開
合

四
「
ナ
ニ
ガ」
と
「
ナ
ニ
カ」

の
八
項
目
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る。
評
者
の
調
査
に
よ
れ
ば、
と
れ
ら
以
外
に
も

問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が、
亀
井
氏
が
あ
げ
ら
れ
た
項
目
が
非
常
に
す
ぐ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は、
抄
物
を
手
が
け
た
と
と
の
あ
る
人
は
等
し
く
み
と

め
る
と
と
ろ
と
思
わ
れ
る。
解
題
の
中
で、
中
華
若
木
詩
抄
を
さ
し
て
「
そ
れ

が
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
へ
か
け
て
の
日
本
語
の
展
開
を
よ
み
と
ら
せ
て
く

れ
る
よ
き
資
料
で
あ
る
乙
と
に
は
乙
れ
ま
た
か
わ
り
な
い。」
と
言
わ
れ
て
い

る
が、
「
論
文」
は
こ
の
ζ
と
ば
を
哀
書
き
す
る
か
の
よ
う
に
う
か
が
え
る
の

で
あ
る。
細
部
に
わ
た
る
乙
と
で
あ
る
が、
刊
の
開
合
に
つ
い
て
異
見
を
さ
し
は
さ
ま

せ
て
い
た
だ
く。

ア
ノ
花ハ
去
年
ヨ
リ
開
キ
テ
ソ
ウ
者
ヲ
ト
云
ソ
(
十
八
行
本
E

11
9、

十
七
行
本
E

ー!
日)

右
の
ソ
ウ
に
つ
い
て、
亀
井
氏
は、

規
範
と
し
て
間
合
の
区
別
の
い
ま
だ
ま
も
ら
れ
て
い
た
段
階
で
「
サ
ウ」

に
は
「
ソ
ウ」
の
傍
形
も
あ
っ
た
も
の、
い
い
か
え
れ
ば、
「
サ
ウ」
と
「
ソ

ウ」
と
は
そ
の
意
味
で
ゆ
れ
て
い
た
も
の
と、
わ
た
し
は
解
し
て
い
る
よ
ヤ

ソ
会
の
資
料
で
は、
「
ソ
ウ」
の
方
を
む
し
ろ
規
範
の
か
た
ち
と
み
と
め
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う。)

と
言
わ
れ
て
い
る
が、
括
弧
内
が
問
題
で
あ
る。
ヤ
ソ
会
の
資
料
と
い
う
の
は

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
日
本
大
文
典
な
ど
を
さ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が、
大
文
典
で
は

ち
を
規
範
と
し
て
い
る
が、
小
文
典
で
は
ひ
を
正
し
い
と
し
て
い
る
の
で
あ

る。
す
な
わ
ち
「
文
語
体
に
用
い
ら
れ
る
動
詞
臼『白「
広
忠也
又
は
8
3
の

活
用」
の
項
に、

hp
ロ白
口O
BM)口弘前白
ヨ
仏曲
。白
書H・

~叫Q
H4足場
回目
}
p

h叫んu
Lロロ四ou
ιD
門F

ι
p

h叫ぬ~VNhu
o
p
句b
H
F
巴口no司白ロ仏O
司吋ロロロロ
ロ白
3
5・

句~y
L
U
包0・

旬以可白子
」可町、
んY
目uo
p

九円bF足、b
r
九明白~v
Hq
ι日
(
目y
J己)

と
あ
っ
て、
小
文
典
に
は
ち
の
形
は
あ
げ
て
な
い
の
で
あ
る。
「
サ
ウ」
「
ソ

ウ」
は
早
く
か
ら
ゆ
れ
て
は
い
た
が、
ヤ
ソ
会
で
は
後
に
な
っ
て
「
サ
ウ」
の

方
を
規
範
と
み
と
め
て
き
た
よ
う
で
あ
る。
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終
り
に、
中
華
若
木
詩
抄
は、
筒
井
氏
の
「
論
文」
が
あ
る
に
せ
よ、
今
後

研
究
す
べ
き
余
地
が
大
い
に
あ
る
と岡山
っ
て
い
る。
研
究
者
は
両
資
料
の
メ
リ

ッ
ト
を
よ
く
弁
え
て
使
用
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る。
今
か
ら
十
数
年
前、
国

学
院
大
学
か
ら
今
泉
忠
義
氏
の
指
導
で
正
保
版
の
騰
写
刷
り
本
が
旅
価
で
出
さ

れ
た
乙
と
が
あ
る
が、
精
確
な
潮
刻
本
と
し
て
利
用
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る

乙
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い。



『中華若木詩抄』複製二穏

(
中
国
祝
夫
編
『
中
華
若
木
詩
抄
』

昭
和
四
五
年
四
月
一

O
日

勉
誠
社

発
行

A
5
判

本
文
三
一

四
ペ
ー
ジ

解
説
等
九
0
ペ
ー
ジ

三
、

二

O
O
円

『
十
七
行
古
活
字
版
中
華
若
木
詩
抄
』

昭
和
四
五
年
九
月
一

O
日

東
洋
文
庫
発
行

A
五
判

本
文一
一
一
一

ペ
ー
ジ

解
題
等
一
一

ペ

ー
ジ

非
売
品)

〔
追
記
〕

亀
井
氏
は
「
束
洋
文
庫
害
報
二
号
」
(
昭
和
四
六
年
三
月)

に
お
い
て

、

中

華
若
木
詩
抄
の
解
題
を
二
条
ば
か
り
補
な
っ
て
い

ら
れ
る
。

(
I)

は
古
活
字

十
七
行
本
と
十
八
行
本
の
先
後
に
つ
い
て
の
川
瀬
氏
の
所
説
の
と
と
で
あ
り 、

(
E)

は
無
刊
記
版
は
覚
永
版
の
刊
記
を
け
ず
り
き
っ
た
も
の
か
と
い
う
こ
と

で

あ
る
。

(
工)

の

中
で

、

十
七
行
本
が
中
野
道
伴
の
印
行
し
た
整
版
よ
り
絶

対
に
ま
え
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
き
め
手
は
い
ま
の
と
ζ
ろ
な
い
と
言

わ
れ
た
こ
と
は

、

古
活
字
版
が
先
と
き
め
ζ
ん
で
い
る
者
に
は
頂
門
の
一

針
の

ご
と
き
立
言
で
あ
る
。

そ
の
後 、

入
院
加
療
中
の
亀
井
氏
よ
り
次
の
ど
と
き
懇
書
(
四
月
七
日
付)

を
い
た
だ
い
た

。

中
華
若
木
詩
抄
に
は
「
中
華
若
木
詩
」

と
い
う
小
本
が
あ
る
由 、

沖
森
氏

が
深
切
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た

。
(
但
し

小
生
は
「
抄
」

か
ら

抄
の
部
分
を

の
ぞ
い
て
そ
う
い
う
体
裁
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
ま
す

。)

近
世
の
書
籍
目
録
を
見
る
と

、
「
中
華
若
木
詩
」

が
二
部
な
ら
べ
て
あ
り 、

一

部
は
小
本
と
な
っ
て
い
る
。

沖
森
直
三
郎
氏
の
言
わ
れ
る
本
は
と
の
極
の
も

の
を
き
す
の
で
あ
ろ
う
か

。

実
見
の
機
を
得
た
い
と
ね
が
っ
て
い
る
。

||ゐ夫
践
女
子
大
学
助
教
授

||

評〕('i!i-
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